
シ
ド
ッ
チ
の
遺
骨
出
土

江
戸
中
期
に
幕
政
を
担

っ
た
儒
学

者

・
新
井
白
石
が
記
し
た

「西
洋
紀

聞
」
の
情
報
源
と
な

っ
た
、
１
７
０

８
年
に
屋
久
島
に
上
陸
し
た
イ
タ

リ
ア
人
宣
教
師
シ
ド
ッ
チ
と
み
ら
れ

静
人
骨
が
、
東
京
都
文
京
区
の
坊
支し

丹
屋
敷
跡

（都
指
定
文
化
財
）
か
ら

出
土
し
た
。
同
区
が
４
日
、
発
表
し

た
。同

区
文
化
財
保
護
審
議
会
の
谷
川

章
雄
会
長

（早
稲
田
大
教
授
）
は

「外

国
人
宣
教
師
の
遺
骨
の
身
元
が
分
か

る
の
は
初
め
て
で
は
な
い
か
。
日
本

の
キ
リ
ス
ト
教
史
に
と

っ
て
極
め
て

重
要
な
発
見
だ
」
と
し
て
い
る
。

シ
ド
ッ
チ
は
、
ロ
ー
マ
教
皇
か
ら

日
本
で
布
教
す
る
よ
う
命
を
受
け
、

屋
久
島
町
小
島
の
恋
泊
に
侍
姿
で
上

陸
。
し
ば
ら
く
島
で
過
ご
し
て
江
戸

に
移
磋
港
れ
、
キ
リ
シ
タ
ン
を
収
容

す
る
牢
獄
の
同
屋
敷
で
白
石
か
ら
尋

間
を
一受
け
た
。

シ
ド
ッ
チ
の
博
識
に
触
れ
た
白
石

が
、
世
界
地
理
や
海
外
情
勢
な
ど
に

「 っ熟
家
窺
議
）
¨
づ
鶴
卿
辞
『
鯛
計

に
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
。
シ
ド

ッ
チ
は
１
７
１
４
年
に
同
屋
敷
で
４７

歳
で
死
亡
し
た
。

区
に
よ
る
と
、
発
掘
調
査
は
２
０

１
４
年
４
～
８
月
に
実
施
。
埋
葬
跡

で
出
土
し
た
３
人
の
人
骨
を
Ｄ
Ｎ
Ａ

鑑
定
し
た
と
こ
ろ
、
う
ち
１
人
が
イ

タ
リ
ア
人
の
も
の
と
判
明
し
た
。
屋

敷
が
置
か
れ
た
１
６
４
６
～
１
７
９

２
年
に
収
容
さ
れ
た
イ
タ
リ
ア
人
は

２
人
で
、
文
献
史
料
や
人
類
学
的
分

析
結
果
か
ら
、
埋
葬
時
期
や
１
７
０

切
支
丹
屋
敷
跡
で
出
土
し
た
シ
ド
ッ
チ
と
み
ら
れ
る

人
骨
　
　
＝
東
京
都
文
京
区

（文
京
区
役
所
提
供
）

彙
ン
台
の
体
格
が
シ
ド
ッ
チ
と

一
致
す

る
と
判
断
し
た
。

発
表
に
駆
け
付
け
た
ド
メ

ニ
コ

・

ジ

ョ
ル
ジ
駐
日
イ
タ

リ
ア
大
使
は

「今
年
は
日
伊
外
交
関
係
樹
立
１
５

０
周
年
だ
が
、
両
国
の
深
い
関
係
が

数
世
紀
さ
か
の
ぼ
れ
る
。
シ
ド

ッ
チ

は
文
化
的
遺
産
を
残
し
た
」
と
話
し

た
。
同
区
は
遺
骨
に

つ
い
て

「イ
タ

リ
ア
か
ら
返
還
の
申
し
出
が
あ
れ
ば

対
応
を
協
議
し
た
い
」
と
し
て
い
る
。

（種
子
島
時
大
）

存
在
証
明
に
感
動

江戸中期の伊宣教師・ 侍姿で屋久島上陸

東京・切支丹屋敷跡

シ ドッチに関する著書 「密
航」がある屋久島町在住の作
家、古居智子 さんの話 没後
300年以上経過 してか ら、科
学の力でシ ドッチという人物
が確かに存在 していた ことが
ほぼ証明された ことに感動 し
ている。 これを機 にシ ドッチ
が来 日した意義を 日本 とイタ

リアの人たちに広 く知 っても
らいたい。高潔な人間性、あ
の時代 にキ リス ト教布教の許
可を得 るため羽織 はか まに刀
を差 して屋久島に上陸 した冒
険心、新井 白石や屋久島の農
民 との出会いに関するエ ピソ

ー ドな ど、興味は尽 きないは
ずだ。
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